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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　閉じた状態の引戸の表面と壁面とをフラットにできる一方、開いた状態の引戸を壁面と
平行を保ったまま壁面の奥側又は手前側に配置することができる引戸具において、
　床面に設けられる第一のピン体と、
　引戸に設けられ、引戸が閉じた状態において前記第一のピン体が嵌まる案内溝を有する
案内体と、
　床面に設けられると共に、引戸の底部に形成される引戸溝に嵌まることができる第二の
ピン体と、を備え、
　閉じた状態の引戸を開く方向にかつ壁面の奥側若しくは手前側にスライドさせるとき、
前記第一のピン体が前記案内体の前記案内溝に嵌まったまま、前記案内体が前記第一のピ
ン体に沿って相対的に移動し、
　引戸を開く方向にさらにスライドさせるとき、前記第二のピン体が引戸の引戸溝に入り
、そして、前記第二のピン体が引戸の引戸溝に嵌まったまま、引戸が前記第二のピン体に
沿ってスライドする引戸具。
【請求項２】
　前記第二のピン体が引戸の引戸溝に入った後、前記第一のピン体が前記案内体の前記案
内溝から抜けることを特徴とする請求項１に記載の引戸具。
【請求項３】
　閉じた状態の引戸の表面と壁面とをフラットにできる一方、開いた状態の引戸を壁面と
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平行を保ったまま壁面の奥側又は手前側に配置することができる引戸具において、
　床面に設けられる第一のピン体と、
　引戸に設けられ、引戸が閉じた状態において前記第一のピン体が嵌まる案内溝を有する
案内体と、
　引戸の底部に設けられると共に、床面に設けられる床面側案内溝に嵌まることができる
第二のピン体と、を備え、
　閉じた状態の引戸を開く方向にかつ壁面の奥側若しくは手前側にスライドさせるとき、
前記第一のピン体が前記案内体の前記案内溝に嵌まったまま、前記案内体が前記第一のピ
ン体に沿って相対的に移動し、
　引戸を開く方向にさらにスライドさせるとき、前記第二のピン体が床面の前記床面側案
内溝に入り、そして、前記第二のピン体が床面の前記床面側案内溝に嵌まったまま、引戸
が床面の前記床面側案内溝に沿ってスライドする引戸具。
【請求項４】
　前記第一のピン体は、引戸の正面からみて開口部内にはみ出すことがなく、
前記案内体の少なくとも一部は、引戸の正面からみて引戸の幅方向にはみ出すことを特徴
とする請求項１ないし３のいずれかに記載の引戸具。
【請求項５】
　前記案内体の、引戸の正面からみて引戸の幅方向にはみ出す部分に戸当たり部が設けら
れることを特徴とする請求項４に記載の引戸具。
【請求項６】
　閉じた状態の引戸の表面と壁面とをフラットにできる一方、開いた状態の引戸を壁面と
平行を保ったまま壁面の奥側又は手前側に配置することができる引戸具において、
　床面に設けられる第一のピン体と、
　引戸の側面に配置され、引戸が閉じた状態において前記第一のピン体が嵌まる案内溝を
有する案内体と、を備え、
　引戸が閉じた状態から開いた状態になるまで、前記第一のピン体が前記案内体の前記案
内溝に嵌まったまま、前記案内体が前記第一のピン体に沿って移動する引戸具。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれかに記載の引戸具を用いて、壁面を有する枠体内に引戸を開
閉自在に収容してなる引戸装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、左右に引いて開口部を開閉する引戸用の引戸具に関し、特に、閉じた状態の
引戸の表面と壁面とをフラットにできる一方、開いた状態の引戸を壁面と平行を保ったま
ま壁面の奥側又は手前側に配置することができる引戸具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、鴨居と敷居との溝を滑らせて左右に開閉する引戸が知られている。しかし、
この種の引戸は左右方向に一直線にスライドするだけであるから、引戸を壁面の奥側又は
手前側に収納すると、閉じた状態の引戸の表面と壁面とをフラットにすること、すなわち
同一の平面内に配置することができない。よって、見栄えが悪いという問題がある。
【０００３】
　この問題を解決するために、特許文献１には、図１４に示されるように、引戸３１の上
方に湾曲した案内レール３２を取り付け、引戸３１に案内レール３２を走行するローラ３
３を取り付けた引戸具が開示されている。この引戸具によれば、引戸３１を湾曲した案内
レール３２に沿って移動させるので、閉じた状態の引戸３１の表面と壁面とをフラットに
することができる一方、開いた状態の引戸３１を壁面の奥側に配置することができる。
【０００４】
　そして、この引戸具においては、床面には引戸の下部を案内する案内溝が設けられてい
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ない。床面に溝を設ける替わりに、引戸３１の底面に引戸溝３１ａが設けられ、床面には
引戸３１の底面の引戸溝３１ａに嵌まるピン体３４が設けられる。床面に案内溝を設ける
と、ごみが溜まるからである。閉じた状態の引戸を開けると、ピン体３４が引戸溝３１ａ
に嵌まる。引戸３１の開き動作はピン体３４に案内される。人が出入りする開口部にピン
体３４が飛び出すのは望ましくないから、ピン体３４は壁面の裏に隠れて配置されている
。
【特許文献１】特許第３６８６６１７号公報（請求項１、図１、図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、ピン体３４を壁面の裏に配置したのでは、閉じた状態の引戸３１の下部を支持
することはできない。引戸３１は上方の案内レール３２に吊り下げられているのみになる
から、閉じた状態の引戸は宙ぶらりんになる。しかも、閉じた状態の引戸３１を開けると
きにも、引戸３１の下部が安定していないから、引戸溝３１ａにピン体３４を嵌めるのも
困難になる。
【０００６】
　そこで本発明は、引戸の開閉動作を案内することができると共に、閉じたときにも引戸
の下部がぐらつかない引戸具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以下本発明について説明する。なお、本発明の理解を容易にするために添付図面の参照
番号を括弧書きにて付記するが、それにより本発明が図示の形態に限定されるものではな
い。
【０００８】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、閉じた状態の引戸(3)の表面と
壁面とをフラットにできる一方、開いた状態の引戸(3)を壁面と平行を保ったまま壁面の
奥側又は手前側に配置することができる引戸具において、床面に設けられる第一のピン体
(16)と、引戸(3)に設けられ、引戸(3)が閉じた状態において前記第一のピン体(16)が嵌ま
る案内溝(13a)を有する案内体(11)と、床面に設けられると共に、引戸(3)の底部に形成さ
れる引戸溝(3a)に嵌まることができる第二のピン体(17)と、を備え、閉じた状態の引戸(3
)を開く方向にかつ壁面の奥側若しくは手前側にスライドさせるとき、前記第一のピン体(
16)が前記案内体(11)の前記案内溝(13a)に嵌まったまま、前記案内体(11)が前記第一のピ
ン体(16)に沿って相対的に移動し、引戸(3)を開く方向にさらにスライドさせるとき、前
記第二のピン体(17)が引戸(3)の引戸溝(3a)に入り、そして、前記第二のピン体(17)が引
戸(3)の引戸溝(3a)に嵌まったまま、引戸(3)が前記第二のピン体(17)に沿ってスライドす
る引戸具である。
【０００９】
　ここで、壁面とは固定された壁の壁面であってもよいし、引戸が二枚隣接して設けられ
た場合は、隣の引戸の壁面であってもよい。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の引戸具において、前記第二のピン体(17)が
引戸(3)の引戸溝(3a)に入った後、前記第一のピン体(16)が前記案内体(11)の前記案内溝(
13a)から抜けることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、閉じた状態の引戸(3)の表面と壁面とをフラットにできる一
方、開いた状態の引戸(3)を壁面と平行を保ったまま壁面の奥側又は手前側に配置するこ
とができる引戸具において、床面に設けられる第一のピン体(16)と、引戸(3)に設けられ
、引戸(3)が閉じた状態において前記第一のピン体(16)が嵌まる案内溝(13a)を有する案内
体(11)と、引戸(3)の底部に設けられると共に、床面に設けられる床面側案内溝に嵌まる
ことができる第二のピン体と、を備え、閉じた状態の引戸(3)を開く方向にかつ壁面の奥
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側若しくは手前側にスライドさせるとき、前記第一のピン体(16)が前記案内体(11)の前記
案内溝(13a)に嵌まったまま、前記案内体(11)が前記第一のピン体(16)に沿って相対的に
移動し、引戸(3)を開く方向にさらにスライドさせるとき、前記第二のピン体が床面の前
記床面側案内溝に入り、そして、前記第二のピン体が床面の前記床面側案内溝に嵌まった
まま、引戸(3)が床面の前記床面側案内溝に沿ってスライドする引戸具である。
【００１３】
　請求項４に記載の発明は、請求項１ないし３のいずれかに記載の引戸具において、前記
第一のピン体(16)は、引戸(3)の正面からみて開口部(14)内にはみ出すことがなく、前記
案内体(11)の少なくとも一部は、引戸(3)の正面からみて引戸(3)の幅方向にはみ出すこと
を特徴とする。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の引戸具において、前記案内体(11)の、引戸
(3)の正面からみて引戸(3)の幅方向にはみ出す部分に戸当たり部(12c)が設けられること
を特徴とする。
【００１５】
　請求項６に記載の発明は、閉じた状態の引戸(3)の表面と壁面とをフラットにできる一
方、開いた状態の引戸(3)を壁面と平行を保ったまま壁面の奥側又は手前側に配置するこ
とができる引戸具において、床面に設けられる第一のピン体(16)と、引戸(3)の側面に配
置され、引戸(3)が閉じた状態において前記第一のピン体(16)が嵌まる案内溝(23a)を有す
る案内体(23)と、を備え、引戸(3)が閉じた状態から開いた状態になるまで、前記第一の
ピン体(16)が前記案内体(23)が前記案内溝(23a)に嵌まったまま、前記案内体(23)が前記
第一のピン体(16)に沿って移動する引戸具である。
【００１６】
　請求項７に記載の発明は、請求項１ないし６のいずれかに記載の引戸具を用いて、壁面
を有する枠体(1)内に引戸(3)を開閉自在に収容してなる引戸装置である。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１に記載の発明によれば、第一のピン体と第二のピン体とを切り替えて、引戸の
開閉動作を案内するので、閉じたときにも引戸の下部がぐらつかないし、引戸の引戸溝を
第二のピン体に確実に嵌めることができる。また、案内溝のある案内体を床面に設ける必
要がなくなる。
【００１８】
　請求項２に記載の発明によれば、案内体の案内溝の長さを必要最小限の長さにすること
ができる。よって、案内体の見栄えも悪くなることがないし、案内体の製造コストも削減
できる。
【００１９】
　請求項３に記載の発明によれば、第一のピン体と第二のピン体とを切り替えて、引戸の
開閉動作を案内するので、閉じたときにも引戸の下部がぐらつかないし、引戸の第二のピ
ン体を床の床面側案内溝に確実に嵌めることができる。また、案内溝のある案内体を床面
に設ける必要がなくなる。
【００２１】
　請求項４に記載の発明によれば、第一のピン体が、引戸の正面からみて開口部にはみ出
すことがない。
【００２２】
　請求項５に記載の発明によれば、案内体と戸当たり部とを兼用することができる。
【００２３】
　請求項６に記載の発明によれば、閉じた状態から開いた状態まで引戸の開閉動作を第一
のピン体によって案内することができると共に、閉じたときにも引戸の下部がぐらつかな
い。そして、案内溝は床側ではなくて引戸側に設けられるので、案内溝にごみが溜まるお
それもない。
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【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態における引戸装置の斜視図（表からみた状態）
【図２】上記引戸装置の斜視図（裏からみた状態）
【図３】引戸の斜視図（ローラユニット及び案内体の拡大図を含む）
【図４】案内体の分解斜視図（案内体の本体部は反転されている状態を示す）
【図５】枠体に取り付けられる案内レール及びピン体を示す斜視図（裏からみた状態）
【図６】引戸の垂直断面図
【図７】引戸の上部の垂直断面図
【図８】引戸を開閉するときの引戸上部を時系列で示した水平断面図
【図９】引戸を開閉するときの引戸下部を時系列で示した平面図
【図１０】上記図９の水平断面図
【図１１】上記図１０の要部拡大図
【図１２】引戸下部を時系列で示した斜視図
【図１３】引戸具の他の実施形態を示す図（引戸を開閉するときの引戸下部を時系列で示
した水平断面図）
【図１４】従来の引戸装置を示す斜視図
【符号の説明】
【００２５】
１…枠体
３…引戸
３ａ…引戸溝
１１…案内体
１２ｃ…戸当たり部
１３ａ…案内溝
１６…第一のピン体
１７…第二のピン体
２３…案内体
２３ａ…案内溝
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下添付図面に基づいて、本発明の第一の実施形態における引戸装置を説明する。図１
は表から見た引戸装置の斜視図を示し、図２は裏から見た引戸装置の斜視図を示す。引戸
は四角形状の枠体内に開閉自在に収容される。枠体１は、床部１ａと、床部１ａから上下
方向に立設される一対の方立部１ｂと、方立部１ｂの上端に設けられる天井部１ｃと、か
ら構成される。正面からみて、枠体１内のスペースの右半分は、壁２で塞がれる。引戸３
は枠体１内のスペースの左半分の開口部１４を開閉する。
【００２７】
　引戸３が閉じた状態では、引戸３は開口部１４を閉じる。閉じた状態の引戸３の表面と
、壁２の壁面とはフラット、すなわち同一の平面内に配置される。取手３ｂを持って引戸
３を開こうとすると、引戸３は、壁２の壁面と平行を保ったまま、開く方向（図１では右
方向）かつ壁面の奥側、すなわち斜め後ろ方向にスライドする。引戸３が壁２の裏まで後
退したら、引戸３は壁面と平行に一直線にスライドする。引戸３を開いた状態では、引戸
３は壁面と平行を保ったまま壁面の裏に隠れる。
【００２８】
　図３は引戸３の斜視図を示す。引戸３の上部には、引戸３の幅方向に所定の間隔を空け
て一対のＬ字形ブラケット４，５が取り付けられる。一方のＬ字形ブラケット４の突出片
４ａの長さは短く、他方のＬ字形ブラケット５の突出片５ａは長い。これら一対のＬ字形
ブラケット４，５の突出片４ａ，５ａの先端部それぞれに、ローラユニット７が取り付け
られる。ローラユニット７は、垂直方向に伸びる主軸８と、主軸８に対して水平面内で旋



(6) JP 4818362 B2 2011.11.16

10

20

30

40

50

回可能な本体部９と、本体部９の両側に設けられるローラ１０と、で構成される。ローラ
１０の回転中心線は、水平面内に位置すると共に、水平面内を旋回できる。
【００２９】
　引戸３の下部の開く方向の端部には、案内体１１が取り付けられる。案内体１１は、底
面に略Ｌ字形の案内溝を有する。案内体１１は、引戸３に取り付けられるブラケット１２
と、下部に案内溝が形成される本体部１３と、から構成される。図４は案内体１１の分解
図を示す。この図４では、本体部１３は上下をひっくり返した状態で示されている。ブラ
ケット１２は略Ｌ字形に折り曲げられ、引戸３に取り付けられる引戸結合片１２ａと、引
戸結合片１２ａから水平方向に張り出す本体部結合片１２ｂと、を有する。本体部結合片
１２ｂの引戸３の開方向の端部には、Ｌ字形に下方に折り曲げられた戸当たり部１２ｃが
設けられる。戸当たり部１２ｃには、緩衝材が貼り付けられる。引戸３を全開にしたとき
、戸当たり部１２ｃに貼り付けた緩衝材が方立部１ｂに接触する。
【００３０】
　本体部１３には、略Ｌ字形の本体部１３に沿って略Ｌ字形に細長く伸びる案内溝１３ａ
が形成される。案内溝１３ａの一方の端部１３ｃは、本体部１３を貫通する。案内溝１３
ａの開放端部１３ｃは、後述するピン体を受け入れ易いように、テーパ形状に拡げられる
。案内溝１３ａの他方の端部１３ｄは本体部を貫通しない。
【００３１】
　図５は、枠体１に取り付けられる案内レール１５及びピン体１６，１７を示す。この図
５には、枠体１を裏からみた状態が示されている。枠体１の天井部１ｃには、平行に並べ
た二本の案内レール１５ａ，１５ｂが取り付けられる。二本の案内レール１５ａ，１５ｂ
それぞれを二つのローラユニット７それぞれが移動する。引戸３の幅方向に離れて配置さ
れるローラユニット７の移動範囲に応じて、二本の案内レール１５ａ，１５ｂは長さ方向
に位置をずらして並べられる。案内レール１５ａ，１５ｂは、直線状に伸びるＣ型断面の
直線レール２７と、引戸３の閉じる方向の端部に設けられる引込みボックス１８と、から
なる。引込みボックス１８には、直線レールに対して斜め方向に伸びる引込みレール１８
ａが設けられる。一対の引込みレール１８ａは平行を保つ。引戸３を閉じるとき、ローラ
ユニット７が引込みボックス１８内に移動すると、ばね力によってローラユニット７が引
込みレール１８ａの奥の方に引き込まれる。引込みボックス１８の引込み動作は、引戸３
が方立部１ｂに接触するまで続く。引戸３を方立部１ｂに確実に接触させるため、方立部
１ｂにマグネットなどを設けてもよい。引戸３を閉じるとき、引戸３は閉じる方向にかつ
壁面の手前側（図５では裏から見ているので壁２の奥側）に、すなわち斜め方向に移動す
る。引戸３と壁２とが干渉しないように、壁２の引戸側の端面２ａは斜めに切り欠かれて
いる。
【００３２】
　枠体１の床部１ａには、第一及び第二のピン体１６，１７が取り付けられる。第一及び
第二のピン体１６，１７は、引戸３の正面からみて壁２の裏、枠体１の開口部１４から外
れた位置に設けられる。第一のピン体１６は、第二のピン体１７よりも壁から離れた位置
に、かつ開口部１４側に配置される。第一及び第二のピン体１６，１７はいずれも、矩形
状の台座１９と、台座１９から立設する金属製の円柱部２０と、円柱部２０の上端部に被
せられる樹脂製の回転部２１とからなる。回転部２１は有底円筒形状で、円柱部２０の周
囲を回転することができる。
【００３３】
　図６は引戸３の垂直方向断面図を示す。この図６には、閉じた状態からわずかに開いた
状態の引戸３の断面図が示される。引戸３の底面には、引戸３の幅方向に細長く伸びる引
戸溝３ａが形成される。引戸溝３ａには、第二のピン体１７が嵌められる。第一のピン体
１６は案内体１１の案内溝１３ａに嵌められる。
【００３４】
　図７は引戸３の上部断面図を示す。天井部１ｃの鴨居２２と鴨居２２との間には、二本
の案内レール１５ａ，１５ｂが配置される。この二本の案内レール１５ａ，１５ｂそれぞ
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れに二つのローラユニット７それぞれが走行する。二つのローラユニット７に引戸３が吊
り下げられる。上述したように二つのＬ字形ブラケット４，５のうち、一方の突出片４ａ
の長さは短く、他方の突出片５ａの長さは長い。これは二本の案内レール１５ａ，１５ｂ
が引戸３から距離をずらして配置されていても、引戸３を壁２と平行を保ったままスライ
ドさせるためである。
【００３５】
　図８は、引戸３を開閉するときの引戸３の上部を時系列で示した水平断面図である。上
述したように二本の案内レール１５a，１５ｂそれぞれは、直線レール２７と直線レール
２７に対して斜めに傾く引込みレール１８ａと、を有する。
【００３６】
　引戸３を閉めた状態では引戸３の表面と壁の表面はフラットになる。閉じた状態の引戸
３を開けると、引戸３は引込みレール１８ａに沿って斜め奥方向にスライドする。その後
、引戸３は直線レール２７に沿って壁２と平行に直線的にスライドする。引戸３を開けた
状態では引戸３は壁２の裏に隠れる。引戸３を開いた状態から閉じるときは、引戸３は上
述と逆にスライドする。すなわち、引戸３はまず直線レール２７に沿って壁２と平行に直
線的にスライドし、その後、引込みレール１８ａに沿って斜め前方向にスライドする。
【００３７】
　図９ないし図１１は、引戸３を開閉するときの引戸３の下部を時系列で示した図である
。図９は平面図であり、図１０は水平断面図であり、図１１は要部の拡大図である。引戸
３を閉じた状態では、案内体１１の案内溝１３ａに第一のピン体１６が嵌まっている（Ｓ
１）。このとき、第一のピン体１６は案内溝１３ａの最も奥側に位置する。第二のピン体
１７は露出していて、引戸３の引戸溝３ａに嵌まっていない。なお、引戸３の端面は、壁
２の端面２ａに合わせて斜めに切り込まれている。
【００３８】
　閉じた状態の引戸３を斜め奥方向にスライドさせると、第一のピン体１６が案内体１１
の案内溝１３ａに嵌まったまま、案内体１１が第一のピン体１６に沿って移動する（Ｓ２
）。このとき、引戸溝３ａは第二のピン体１７に徐々に近づく。
【００３９】
　引戸３の斜めのスライドが終了したら、引戸３は壁２と平行に直線的にスライドし始め
る（Ｓ３）。第一のピン体１６は、案内溝１３ａに嵌まったままであるが、壁面と平行な
開放端部側の案内溝１３ａまで移動する。これと同時に引戸３の引戸溝３ａが第二のピン
体１７に入る。第二のピン体１７が引戸３の引戸溝３ａに入った直後に、第一のピン体１
６が案内体１１の案内溝１３ａから抜ける。
【００４０】
　引戸３をさらに開く方向にスライドさせると、第二のピン体１７が引戸３の引戸溝３ａ
に嵌まったまま、引戸３が第二のピン体１７に沿ってスライドする（Ｓ４）。最終的には
引戸３が開いた状態になる。開いた状態の引戸３を閉じるときには、上述の逆の動作がＳ
４→Ｓ１の順番に行われる。
【００４１】
　引戸３の正面からみて、第一のピン体１６は開口部内に飛び出すことなく、壁の裏に隠
れる。人の出入り口となる開口部に第一のピン体１６が突出しないようにするためである
。案内体１１の案内溝１３ａは、開口部１４からはみ出した第一のピン体１６に嵌まるこ
とができるように、引戸３の幅方向にはみ出す。案内体１１を引戸３からはみ出させるこ
とで、案内体１１に戸当たりの機能も持たせることができる。
【００４２】
　図１２は、引戸３の下部を時系列で示した斜視図である。上述したように、引戸３を閉
じた状態では、第一のピン体１６は案内体１１の案内溝１３ａに嵌まり、第二のピン体１
７は露出する（Ｓ１）。引戸３を斜め後方にスライドさせると、引戸３の引戸溝３ａが第
二のピン体１７に近づく（Ｓ２）。その後、引戸３を直線的にスライドさせると、引戸３
の引戸溝３ａが第二のピン体１７に嵌まり、引戸３は第二のピン体１７によって案内され
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から露出する。第二のピン体１７は、引戸３が開いた状態になるまで引戸３を案内し続け
る。
【００４３】
　本実施形態の引戸具によれば、閉じた状態の引戸３が開こうとするとき、引戸３はまず
、第一のピン体１６によって案内される（Ｓ１，Ｓ２参照）。その後、引戸３の案内が第
一のピン体１６から第二のピン体１７に切り替わり（Ｓ３）、切り替わった後は、第二の
ピン体１７が引戸３を案内する（Ｓ４）。第一のピン体１６と第二のピン体１７とを切り
替えることで、引戸３の斜め後方のスライドも、直線的なスライドも案内することが可能
になる。そして、引戸３は閉じた状態から開いた状態まで常に第一又は第二のピン体１６
，１７に案内されるので、閉じたときに引戸３の下部がぐらつかない。なお、引戸３を閉
じたとき、引戸３の方立側の端部３ｃが方立部１ｂの段差１ｄに嵌まるので、方立側の端
部３ｃもぐらつかない。
【００４４】
　図１３は、本発明の他の実施形態の引戸具を示す。この実施形態の引戸具においては、
案内体２３が引戸３の全長に渡って細長く伸びる。案内体２３には、長手方向に沿って案
内溝２３ａが形成され、この案内溝２３ａに第一のピン体１６が嵌まる。そして、床面に
は第二のピン体１７は設けられておらず、引戸３の底面にも引戸溝３ａは設けられていな
い。引戸３の斜め後方へのスライドは第一のピン体１６によってのみ案内され（Ｓ１，Ｓ
２）、直線的なスライドも第一のピン体１６のみによって案内される（Ｓ３，Ｓ４）。こ
の実施形態の引戸具によっても、引戸３は閉じた状態から開いた状態まで常に第一のピン
体１６に案内されるので、閉じたときに引戸３の下部がぐらつかない。しかも、引戸３に
取り付けられる案内体に案内溝が形成されるので、案内溝にごみが溜まることもない。
【００４５】
　なお、本発明は上記実施形態の限られることなく、本発明の要旨を変更しない範囲で様
々に変更可能である。例えば、第一のピン体と第二のピン体を切り替える第一の実施形態
の引戸具において、案内体を床面に、第一のピン体を引戸に取り付けてもよい。
【００４６】
　また、案内レールは二本設けているが、途中から分岐する一対の引込みレールを有する
一本の案内レールであってもよい。ただし、案内レールを一本にした場合、ローラユニッ
トが案内レールの本線から分岐レールに確実に乗り移れるように注意する必要がある。
【００４７】
　さらに、引戸は開き始めのときに斜め方向にスライドしなくても、一旦奥側にスライド
した後、９０度曲がった開く方向にスライドしてもよい。
【００４８】
　さらに、壁と引戸との組み合わせの替わりに、二枚の開閉可能な引戸を隣接して組み合
わせてもよい。この場合、一対の引戸具が対称に配置される。
【００４９】
　さらに、引戸の底部に引戸溝を形成し、床面に引戸溝に嵌まる第二のピン体を固定する
替わりに、引戸の底部に第二のピン体を固定し、床面に第二のピン体に嵌まる床面側案内
溝を設けてもよい。床面側案内溝は床面に直接彫られることもあるし、床面側案内溝が形
成された案内体が床面に取り付けられることもある。床面側案内溝が床面に彫られる場合
には、第二のピン体が床面側案内溝に嵌まったり嵌まらなかったりできるように、引戸に
対して上下方向に可動する。
【００５０】
　本明細書は、２００７年３月５日出願の特願２００７－０５４７３８に基づく。この内
容はすべてここに含めておく。
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